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【
巻
頭
言
】

創
刊
号
発
刊
に
よ
せ
て

立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
長
　
木
立
　
雅
朗

こ
の
度
、
立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
『
立
命
館
百
年
史
』
編
纂
の
過
程
で
収
集
し
た
膨

大
な
史
資
料
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
保
存
と
利
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
立
命
館
百
年
史
』
刊
行
後
も
史
資
料
セ
ン

タ
ー
に
は
多
く
の
貴
重
な
史
資
料
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
収
集
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
大
学
で
当
セ
ン
タ
ー
同
様
の
施
設
が
設
置
さ
れ
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
取
り
組
み
は
や

や
出
遅
れ
気
味
で
す
。
し
か
し
、
関
係
者
の
健
闘
に
よ
り
徐
々
に
史
資
料
の
蓄
積
と
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
創
刊
号
は
創
立
者
・
中
川
小
十
郎
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
山
崎
有
恒
「
中

川
小
十
郎
の
教
育
理
念
と
戦
後
を
創
っ
た
卒
業
生
た
ち
─
戦
前
期
立
命
館
大
学
再
考
─
」
は
小
十
郎
の
教
育
理
念
を
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
視
点
か
ら
掘
り
起
こ
し
て
お
り
、
彼
の
人
物
像
を
大
き
く
変
換
し
て
い
ま
す
。「
戦
前
期
立
命
館
大
学
再
考
」
の
副

題
が
本
当
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
奈
良
勝
司
「
人
見
・
中
川
両
苗
の
由
緒
意
識
と
近
世
～
幕
末
社
会
」
は
丹
波

の
「
郷
士
」
人
見
・
中
川
両
苗
が
中
央
政
局
の
複
雑
な
暗
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
中
川
家
史
料
か
ら
丁
寧
に
掘
り
起

こ
し
、小
十
郎
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
ま
す
。藤
野
真
挙「
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
中
川
小
十
郎
の
キ
ャ
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リ
ア
形
成
（
二
）
─
東
北
地
方
小
学
校
教
員
の
統
計
調
査
経
験
─
」
は
小
十
郎
の
学
生
時
代
の
教
育
活
動
を
掘
り
起
こ
し
、「
立

身
出
世
世
代
の
リ
ア
ル
な
野
心
」
を
見
て
い
ま
す
。
眞
杉
侑
里
「
樺
太
庁
制
初
期
に
お
け
る
入
植
と
産
業
振
興
の
問
題
─
植
民

地
樺
太
に
対
す
る
期
待
と
産
業
方
針
─
」
は
樺
太
庁
制
初
期
の
政
策
に
つ
い
て
論
じ
、「
中
川
第
一
部
長
」
の
活
動
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
十
河
和
貴
「
台
湾
銀
行
頭
取
時
代
の
中
川
小
十
郎
と
南
進
へ
の
理
想
─
戦
後
不
況
と
積
極
的
財
政
整
理

方
針
の
終
焉
─
」
は
台
湾
銀
行
頭
取
時
代
の
小
十
郎
の
南
進
思
想
と
そ
の
挫
折
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
木
多
悠
介
・
小
林

愛
恵
・
十
河
和
貴
・
長
谷
川
澄
夫
「『
中
川
家
史
料
』
田
上
綽
俊
書
翰
」
は
、
小
十
郎
の
少
年
時
代
の
漢
学
教
師
の
書
簡
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
奈
良
論
文
と
同
じ
く
、
小
十
郎
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
仕
事
に
な
り
ま
す
。
寺
澤
優
「
二
〇
一
三

～
二
〇
一
五
年
に
お
け
る
『
中
川
家
史
料
』
整
理
の
概
要
と
報
告
」
は
中
川
家
史
料
の
整
理
の
状
況
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
収
集
し
た
新
た
な
資
料
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
大
き
な
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
目
立
た
な
い
組
織
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
本
書
の
成
果
は
創
立
者
の
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
を
変

換
さ
せ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、彼
を
生
み
出
し
た
当
時
の
地
域
社
会
や
日
本
社
会
の
在
り
方
を
も
あ
ぶ
り
出
し
て
い
ま
す
。決

し
て
狭
い
意
味
で
の
「
学
園
史
」
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
本
セ
ン
タ
ー
が
活
動
を
続
け
る
限
り
、
今
後
と
も
新
た
な
資
料
が
増
加

し
、
新
た
な
解
釈
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
役
割
は
さ
ら
に
広
が
り
、
学
園
は
当
然
の
こ
と
、
社
会
的
に
も
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日


